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2025/9/3   

代表質問（25/９/3 稿、答弁込み） 

日本共産党 福田雅彦 

３．市西部地区に誘導すべき医療機能について 

この５月に「市原市地域医療推進ビジョン」が示されました。 

 その第２章市原保健医療圏の現状の中に、「帝京大学ちば総合医療センタ

ー移転の影響」として、  

 「車両 15 分搬送圏域の状況を見ると、帝京大学ちば総合医療センター移

転により姉崎・有秋地区に救急搬送の空白地帯が生じることが懸念され

る」として、センター移転前後のプロット図が示されています。  

その現状を受けた形で、第５章市西部地区に誘導すべき医療機能の中に

は、「市西部地区に望まれる病院等の機能と病床数」として、５つの項目が

示されています。 

その一つの項目、「救急医療について」では、 

 誘致するべき病院等は「市原市二次救急輪番に参加すること」が望まし

い。とされています。 

このビジョンに先立つ３月に発表された 

 「市原市西部地区への病院等開設にかかるパートナー事業者候補者募集要

項」では、 

  期待する医療機能として、「市原市二次救急輪番に参加すること」 

 とあります。 

 

この７月のパートナー事業者の候補者の選定のニュースリリースでは、 

 救急対応として、「一次救急に対応(二次救急受け入れは検討中)」 

 とあります。 

 

質問  

今回のパートナー事業者の候補者選定を受けて、 

 市西部地区に誘導すべき医療機能としての救急医療について 

  見解を伺います。 
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＜答弁＞ 

市西部地区に誘導すべき医療機能について、お答えをいたします。 

市西部地区への病院等開設にかかるパートナー事業者候補者の公募にあた

りましては、誘致する病院等の定義を「病床を有する病院または診療所」と

し、さらに、期待する医療機能として、「回復期・慢性期の両方またはいず

れかの病床を確保すること」、「複数の外来診療科目を有すること」、「在宅診

療を行うこと」、「市原市二次救急輪番に参加すること」の４項目を示したと

ころであります。 

医療法人社団寿光会から示されました、「（仮称）姉崎のぞみ病院」の事業

計画では、病床は回復期と慢性期で１９８床を整備、外来診療科目は内科・

整形外科・リハビリテーション科の３科目を実施、在宅診療は訪問リハビリ

テーションを実施するとしております。 

ご質問の救急対応につきましては、病院開設時は一次救急体制として、休

日・夜間を含め、高齢者救急への対応や、市内の救急拠点病院の後方支援の

役割を果たすとしており、二次救急への対応については、まずは一次救急と

外来診療の実績を重ね、地域の既存の医療機関との連携を深める中で、引き

続き検討することとしております。 

市といたしましては、こうした計画内容を総合的に判断し、医療法人社団

寿光会をパートナー事業者候補者として選定したところであります。 

今後は、新たな病院整備が市原保健医療圏全体の医療提供体制の最適化に

つながるよう、パートナー事業者候補者をはじめ、医師会等、地域の医療関

係者と連携して取り組んでまいります。 

＜以上答弁＞ 

 

市原市地域医療推進ビジョンに掲げられた市西部地区に誘導すべき医療機能

が実現されることを要望します。 
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